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9月 23日 

7．写真コンテスト バルーンフェスタ第 2回全国公募 
    昨年の第 1回写真コンテスト、最優秀賞はこちらでした→ 

 

 

6．バリアフリー聴覚障害者目線の 
情報保障・バリアフリー要請 

    幕末明治維新博覧会・新市役所庁舎(唐津・鳥栖・神埼)  

 

  

10．風疹 佐賀でも発生 
          全国で 2300人超える 

 

 

 

9．社会参加事業 
天ヶ瀬慈恩の滝 大牟田石炭遺産 他 

 

 

 

5月から月 2回 

 

    
地震 

大阪府北部地震 6/18震度 6弱 

   北海道胆振東部地震 9/6震度 7強 

佐賀南部地震 7/9震度 3 

豪雨・台風 
広島・岡山・愛媛 7/6～7 

迷走・逆走台風 7/28～29 

8/23～24 

猛暑 7/9～7/26 佐賀市 37.8℃ 

 

なお知らせ！ 
みみの記念日３月３日:耳の日 ６月６日:補聴器の日 9 月９日:人工内耳の日 9 月 23 日:手話言語の国際デー 

8．写真集発刊 『聴覚障害者・情報支援者のとらえた平成の風景』     

10月 31日 

          

1月 31日 8年ぶり 



佐賀県聴覚障害者サポートセンター 
〒840-0826 佐賀市白山二丁目 1-12（佐賀商工ビル４階） 
ＴＥＬ：０９５２－４０－７７００  ＦＡＸ：０９５２－４０－７７０５ 

メールアドレス：ｉｎｆｏ＠ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ 
ホームページアドレス：ｈｔｔｐ：//ｓａｇａ－ｍｉｍｉｓａｐｏ.ｊｐ/ 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シリーズ（11） 

山口相談医のひと言コメント 
補聴器販売の現状について…Ⅰ 
 聴器は医療機器なのですが、販売するにあたっ

て、特別な資格は不要で、比較的簡単な申請をすれ
ば販売できます。その意味で、補聴器の販売規制は
十分ではありません。国民生活センターへの補聴器
購入についてのトラブルの相談は年々増加傾向にあ
ります。特に、通販やネット販売など、販売者と顔をあ
わせることがないケースで問題が多くなっています。
対面であってもアフターケアーがないような業者で
は問題が発生しています。 

応策としては、以前にも触れました「テクノエイド
協会」による認定補聴器専門店、認定補聴器技能
者、「日本補聴器販売店協会」による販売店協会加
盟店となどの制度があります。また、メーカーの組織

である「日本補聴器工業会」では、補聴器納入の実
態調査などで協力があります。 

のような組織制度の共同化で、補聴器販売環
境の向上が図られることとなりました。国内の補聴器
販売店は現在７６００店舗を超えると言われています
が、認定専門店、協会加盟店は、１２００店舗ほどと、
まだまだ少ない状態です。認定技能者は 4000名
程です。今後増えていくと思われますが、資格習得ま
でに４年間かかります。まだまだ環境が整っていると
は言えません。 

 

11名の委員、県障害福祉課長、関係団体の役員
のオブザーバーが出席。4月から 10月までの事業
実施状況、全国障害者スポーツ大会の視察結果と
本県の課題、「佐賀県手話言語と聞こえの共生社
会づくり条例」の施行等々について審議されまし
た。 
 委員からは、ろう学校の先生は生徒とおしゃべ
りできる環境が必要、龍谷こども園の手話学習の 
効果、県民の手話に関する意識の高まり具合等に
ついて意見や提言がありました。(11月 28日) 

 

第２回 運営委員会開催 

編集後記：おでんが美味しい季節ですね(M) 

 

＜開館時間＞ 

9：30 ～ 18：00 

＜閉館日＞ 

 毎週月曜日、祝日 

九州リオン株式会社の認定補聴器技
能者である栗並宗一朗氏による講演会
を開催しました。参加者は補聴器装用
を検討されている方や試聴中の方など
19 名でした。講演後は参加者同士で
意見交換をされていました。(11 月
14 日) 
 

 山口相談医は、佐賀県難聴者・中途失聴
者協会主催の講演会で、「難聴・補聴器のＡ
ＢＣと難聴をめぐる最近の話題」について多
岐にわたって話されました。  

「トンボを見れば環境が分かる」と言われて
います。赤トンボについて高志館高校の中原先
生の講演がありました。かつてトンボとりで遊
んだ時代を思い出して参加者からは質問が続出
しました。特にトンボが少なくなった理由につ
いて「農薬・殺虫剤が幼虫のヤゴを殺してしま
っている」との指摘に、対応策の提案等があり
ました。(11 月 18 日) 
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